
胸国民健康保険税の税率胸
限度額平等割均等割所得割項　目区　　分

470,000円27,000円22,500円5.10%医療分

0歳～74歳
の加入者現

行
税
率

120,000円－9,000円2.50%支援分

590,000円27,000円31,500円7.60%小　計

100,000円－13,000円1.50%介護分40歳～64歳
の加入者

500,000円28,000円23,500円6.90%医療分

0歳～74歳
の加入者新

税
率

130,000円－9,000円2.00%支援分

630,000円28,000円32,500円8.90%小　計

100,000円－13,000円1.80%介護分40歳～64歳
の加入者

始
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

架
国
保
年
金
課
保
険
税
班
（
緯
内

線
2
8
1
～
2
8
4
）、高
齢
者
医

療
年
金
班
（
緯
内
線
2
8
8
・
2

9
9
）。

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
事
務
所
が
移
転

　
3
月
7
日
俄
か
ら
新
し
い
事
務

所
で
業
務
を
行
い
ま
す
。
所
在
地

お
よ
び
電
話
番
号
が
新
し
く
な
る

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

胸
所
在
地
…
〒
2
6
3
―
0
0
1

6
千
葉
市
稲
毛
区
天
台
6
丁
目
4

番
3
号
国
保
会
館
内
。

▼
医
療
の
給
付
な
ど
に
つ
い
て
…

給
付
管
理
課
（
緯
0
4
3
―
2
1

6
―
5
0
1
3
）。

▼
制
度
の
運
営
・
広
報
・
議
会
に

つ
い
て
…
総
務
課
（
緯
0
4
3
―

2
1
6
―
5
0
1
1
）。

　
土
・
日
曜
日
・
休
日
・
年
末
年

始
を
除
く
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
ま
で
。
胃
0
4
3
―
2
0
6
―

0
0
8
5
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

tt

p
://w

w
w
.k
o
u
ik
i-ch
ib
a

.jp
/

。

は
、
翌
月
末
日
で
す
。
保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
万
一
の
事

故
の
と
き
な
ど
に
、
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
る
ば
か
り
か
、
未
納
期
間
が

長
く
な
る
と
、
将
来
、
老
齢
年
金

さ
え
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
納
め
忘
れ
の
期
間
が
あ
る
人
は
、

早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
収
入
が
少
な
く
保
険
料

を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
に
は
、
未

納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
免
除
制
度
や

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
、
学
生
は

学
生
納
付
特
例
制
度
（
い
ず
れ
も

一
定
の
基
準
あ
り
）
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

架
船
橋
年
金
事
務
所
（
緯
0
4
7

―
4
2
4
―
8
8
5
4
）、市
国
保

年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班
（
緯

内
線
2
8
9
・
2
9
9
）。

年
金
相
談
所
を

　
　
　
　
　
開
設
し
ま
す

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
（
予
約

制
）。
　
年
金
請
求
手
続
き
や
加
入
記
録

の
確
認
、
厚
生
年
金
に
関
す
る
こ

と
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

胸
日
時
…
3
月
　
日
牙
・
午
前
　

24

10

時
～
午
後
3
時
　
分
。

15

胸
会
場
…
市
役
所
会
議
棟
。

胸
定
員
…
8
人
。

胸
そ
の
ほ
か
…
基
礎
年
金
番
号
が

分
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

胸
申
し
込
み
…
3
月
　
日
牙
ま
で

10

に
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

※
事
前
に
基
礎
年
金
番
号
な
ど
が

分
か
ら
な
い
と
、
相
談
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

架
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金

班
（
緯
内
線
2
8
8
・
2
8
9
）。

学
生
納
付
特
例
の

　
　
　
簡
素
化
に
つ
い
て

　
現
在
、
学
生
納
付
特
例
制
度
に

よ
り
、
国
民
年
金
保
険
料
納
付
を

猶
予
さ
れ
て
い
る
人
で
、
平
成
　23

年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
人

へ
、
3
月
下
旬
に
基
礎
年
金
番
号

の
印
字
さ
れ
た
、
は
が
き
形
式
の

学
生
納
付
特
例
申
請
書
が
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
同

一
の
学
校
に
在
学
す
る
場
合
は
、

こ
の
は
が
き
に
必
要
最
小
限
の
記

載
事
項
を
記
入
す
る
だ
け
で
申
請

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
在
学

証
明
書
ま
た
は
学
生
証
は
不
要
で

す
。
　
な
お
、
初
め
て
学
生
納
付
特
例

の
申
請
を
す
る
人
は
、
従
来
ど
お

り
在
学
証
明
書
な
ど
を
添
付
し
、

届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
申
請
が
遅
れ
る
と
、
障
害
年
金

や
遺
族
年
金
に
該
当
し
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
度
は
学
生
納

23

付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険

料
の
納
付
を
希
望
す
る
場
合
は
納

付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
手

数
で
す
が
船
橋
年
金
事
務
所
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

架
船
橋
年
金
事
務
所
（
緯
0
4
7

―
4
2
4
―
8
8
5
4
）、市
国
保

年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班
（
緯

内
線
2
8
9
・
2
9
9
）。

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
限

国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
資
格
喪
失
の
手
続
き
を
し
な
い

と
引
き
続
き
保
険
税
が
課
税
さ
れ

た
り
、
医
療
費
の
清
算
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
資
格
喪
失
の
手
続
き
に
必
要
な

書
類
は
左
記
の
と
お
り
。

①
職
場
の
健
康
保
険
証
②
国
民
健

康
保
険
証
③
印
鑑
。

架
国
保
年
金
課
資
格
給
付
班
（
緯

内
線
2
8
5
～
2
8
7
）。

国
民
健
康
保
険
、後
期
高
齢
者

医
療
保
険
の
年
金
か
ら
の
仮
徴
収

　
国
民
健
康
保
険
税
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
で
、
現
在
、
年
金

か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
と

新
た
に
特
別
徴
収
の
対
象
者
は
、

平
成
　
年
度
の
保
険
税
（
料
）
額

22

を
基
に
、
4
・
6
・
8
月
の
年
金

よ
り
仮
徴
収
し
ま
す
。
7
月
に
平

成
　
年
度
の
保
険
税
（
料
）
額
を

23
決
定
し
、　
・
　
月
・
翌
年
2
月

10

12

の
年
金
よ
り
本
徴
収
し
ま
す
。

※
新
た
に
特
別
徴
収
の
対
象
と
な

る
人
に
は
、
4
月
に
特
別
徴
収
開

　
近
年
、
繰
り
入
れ
額
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
今
後
は
現
行
の
税
率

で
は
健
全
な
運
営
が
図
れ
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
状
況
か
ら
、
収
支
の
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
た
健
全
な
運
営
を
目

指
す
た
め
、
税
率
改
正
の
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
は
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
を
必
要
と
し
な
い

理
論
税
率
を
試
算
し
、
そ
の
上
で

加
入
者
の
急
激
な
負
担
増
と
な
ら

な
い
よ
う
な
税
率
と
し
て
先
の
議

会
の
議
決
を
得
て
条
例
改
正
し
た

も
の
で
す
。
改
正
さ
れ
た
税
率
な

ど
（
右
表
参
照
）
は
、
今
年
4
月

分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

架
国
保
年
金
課
保
険
税
班
（
緯
内

線
2
8
1
～
2
8
4
）。

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入

し
た
ら
国
保
を
抜
け
る
手
続
き
を

　
3
、
4
月
は
会
社
を
辞
め
た
り

就
職
す
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た

人
が
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し

て
も
市
で
は
把
握
で
き
な
い
た
め
、

飼
い
犬
・
飼
い
猫
に
は
、
不
妊
・

去
勢
手
術
を
し
て
く
だ
さ
い
。

怯
「
犬
の
し
つ
け
」
を
し
ま
し
ょ

う　
犬
の
問
題
行
動
が
原
因
で
飼
い

主
の
手
に
負
え
な
く
な
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。

　「
犬
の
し
つ
け
」を
学
ぶ
こ
と
で

問
題
行
動
を
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
「
犬

の
し
つ
け
方
教
室
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
電
話
に
よ
る
し

つ
け
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

怯
飼
え
な
く
な
っ
た
動
物
を
捨
て

な
い
で
く
だ
さ
い

　
飼
え
な
く
な
っ
た
動
物
を
野
に

放
す
の
は
、
絶
対
に
や
め
て
く
だ

さ
い
。

　「
動
物
の
愛
護
お
よ
び
管
理
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
り
動
物
の
虐

待
・
遺
棄
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
動
物
を
み
だ
り
に
殺
し
た
り
傷

つ
け
た
り
す
る
と
1
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
1
0
0
万
円
以
下
の
罰

金
。
動
物
を
虐
待
・
遺
棄
す
る
と
、

　
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ

50ま
す
。

架
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
印

旛
保
健
所
内
・
緯
0
4
3
―
4
8

3
―
1
1
3
3
）、千
葉
県
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓93 
5
7
1
1
）、

同
東
葛
飾
支
所
（
緯
0
4
―
7
1

9
1
―
0
0
5
0
）。

不
法
投
棄
防
止

一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

　
印
西
市
を
は
じ
め
、
手
賀
沼
周

辺
の
柏
市
・
我
孫
子
市
・
白
井
市

で
は
、
不
法
投
棄
に
関
す
る
情
報

を
相
互
で
共
有
し
て
、
未
然
防
止

や
拡
大
防
止
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
3
月
は
引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
不
法
投
棄
が

（５）平成２３年（２０１１）３月１日号

犬
・
猫
の
引
き
取
り
を

　
　
　
　
依
頼
す
る
前
に

　
引
き
取
っ
た
犬
・
猫
は
、
一
部

を
除
い
て
致
死
処
分
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
新
し
い
飼
い
主
探
し

の
方
法
や
し
つ
け
の
問
題
の
解
決

な
ど
に
つ
い
て
、
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
保
健
所
）、
ま
た
は
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

引
き
取
り
を
依
頼
す
る
前
に
飼
い

主
と
し
て
の
責
任
を
は
た
し
ま
し

ょ
う
。

怯
新
し
い
飼
い
主
を
探
し
ま
し
ょ

う　
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す

る
「
飼
い
主
さ
が
し
の
会
」
や
苛

千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会
（h

t

tp
://w

w
w
.c-an

im
al.jp

/in
d
e
x
.h
tm
l

）
の
「
新
し
い

飼
い
主
紹
介
」
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
保
健
所
）
に
よ
っ
て
は
「
犬
・

猫
と
の
出
会
い
の
場
」
を
開
催
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
地
域
の
情
報
紙
な

ど
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
、
新
し

い
飼
い
主
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。

　
生
ま
れ
た
子
犬
や
子
猫
を
譲
渡

す
る
場
合
は
、
生
後
2
カ
月
く
ら

い
ま
で
育
て
て
か
ら
新
し
い
飼
い

主
に
譲
渡
し
ま
し
ょ
う
。
母
親
や

兄
弟
の
も
と
で
幸
福
に
過
ご
す
時

間
は
、
ペ
ッ
ト
と
し
て
の
良
い
資

質
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。

【
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ

う
】

　
引
き
取
り
依
頼
さ
れ
る
犬
・
猫

の
多
く
が
子
犬
・
子
猫
で
す
。
不

幸
な
命
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
3
月
中
を
特
別
監
視

期
間
と
し
て
、
手
賀
沼
周
辺
の
印

西
市
・
柏
市
・
我
孫
子
市
・
白
井

市
の
近
隣
市
に
よ
る
『
不
法
投
棄

防
止
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
』
を
実
施

し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め
に
は
、

地
域
の
み
な
さ
ん
が
「
不
法
投
棄

は
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
許
さ
な

い
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
不
法

投
棄
を
発
生
さ
せ
な
い
環
境
づ
く

り
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

架
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推

進
班
（
緯
内
線
3
8
1
）。

国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
　
　
　
税
率
を
改
正

　
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の

み
な
さ
ん
が
病
院
な
ど
で
診
療
を

受
け
た
際
の
医
療
費
に
つ
い
て
、

国
や
県
な
ど
か
ら
の
負
担
を
除
い

て
、
加
入
者
の
保
険
税
で
賄
う
独

立
採
算
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
医
療
費
の
増
加
に
対

し
て
保
険
税
収
が
伸
び
な
い
な
ど

の
要
因
に
よ
り
、
一
般
会
計
か
ら

の
制
度
外
繰
り
入
れ
（
補
助
）
に

よ
っ
て
不
足
分
を
補
て
ん
し
て
い

ま
す
。

環
境

▲山林内に不法投棄された引っ越しごみ

国
保

年
金

※
資
格
保
険
課
の
電
話
番
号
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。

架
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金

班
。

※医療分（基礎課税額）…医療費などの支払いに充てる税額。
　支援分（後期高齢者支援金等課税額）…75歳以上の医療制度に充
　　　　てる税額。
　介護分（介護納付金課税額）…介護保険事業に充てる税額。
　所得割…前年中の世帯の総所得に応じて算定。
　均等割（個人均等割額）…加入者1人当たりの税額。
　平等割（世帯別平等割額）…1世帯の税額。
　限度額（課税限度額）…所得割、均等割、平等割額の合計が限度額
　以上になった場合は限度額が課税される。


